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研究課題
・過疎地域における景観のアーカイブ化
・国際標準「ＩＳＯ１９１００」シリーズに関する基礎的研究
・理念型モデル化分析法（ＩＴＭＡ）に関わる基礎的研究

授業科目

学部担当科目

・地理学実習
・地理学講読・調査法（六）
・地学演習（六）
・地理学卒業演習（六）
・地理情報システムＩ
・地理情報システムＩＩ

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・担当無し

大学院博士後期課程
担当科目

・担当無し

通信教育部担当科目 ・地理情報システム

　【研究上の特記事項】

ＮＰＯ法人フィールドと連携し、低コストで汎用的なデジタル・アーカイブ手法の検討
を行い、奄美大島所在の原野農芸博物館において土砂災害によって被災した「だんじ
り」のデジタル・アーカイブ作業を行ったほか、島根県益田市所在の匹見上公民館所蔵
の「テラダスタジオ」の写真アーカイブを実践した。また、これらの取り組みを通して
独自にデジタル・アーカイブ・プロジェクト管理システム「Survey Project Manager」
を開発した。なお、原野農芸博物館における取り組みに関しては、「平成２６年度文化
庁地域と協働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業『だんじりを活かした地域協働
事業』」の一環として行われたものである。

　【教育上の特記事項】

毎週土曜日の２限〜５限に「寺子屋セミナー」を開催し、大学での講義や実習の予習と
復習、卒論研究のアドバイス等を行った。地理学講読・調査法（六）、地理学演習
（六）、地理学卒業演習（六）では人間関係の構築も重要視し、課外演習として、全学
年合同のゼミ合宿を行っているほか、１月末の卒業論文発表会では企業関係者も招いて
社会と関わる機会も設けた。

　【社会的活動】

大津高校にて体験講義を実施し、レバノンの世界遺産を通じて中近東や北アフリカの情
勢や、国内における過疎地域の問題について講義を行った。地域貢献活動としては、２
０１６年２月に藤本ゼミに所属するゼミ生らとともに島根県益田市匹見に所在する小原
集落の集会所に宿泊し、雪かきや竹林の伐採といった活動を行いながら、過疎地域にお
ける地域調査や地域の情報を後世に遺すためのデジタル・アーカイブ作業を行った。ま
た、同じく島根県益田市を拠点とするＮＰＯ法人アンダンテ２１と協力し、同ＮＰＯが
進めている植物と魚類のデジタル図鑑の作成について継続的に技術的アドバイスを行っ
た。これらの活動に加えて、ＧＩＳ Ｄａｙ in 奈良の企画と運営に携わり、高校生を
中心とした一般向けのＧＩＳ普及啓発事業を行った。

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

国際交流員会の委員として英国のイーストアングリア大学およびセインズベリー藝術研
究所を訪問し、新しい国際交流事業に関する事務折衝を行ったほか、「奈良大学国際交
流基本方針」の原案作成に関わった。また、カリキュラム改革ワーキンググループのメ
ンバーの一人として、大学全体のカリキュラム改革の素案作成に関わるとともに、地理
学科の新カリキュラムの原案作成に携わった。
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パラオ共和国は戦前に南洋庁が置かれ
るなど、歴史的に日本と深いかかわり
のある国の一つである。２０１６年度
の外国研究では、実際にパラオ共和国
に訪れ、「パラオ」の文化的源流を探
訪した。実際にパラオを訪れてみる
と、かつて中島敦が述べているよう
に、「パラオらしさ」を直接的には感
じることができなかったが、そうした
心情的な印象を「椰子の実」に例えな
がら考察し、パラオのみならず南洋の
国々との外交上の課題について整理し
た。
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① Standardized Digital
Workflow for Archiving
Local Knowledge

2016年7月 DH2016

The declining birth rate and
resulting increase in the
proportion of the elderly are
serious issues for contemporary
Japan, and  it is predicted that
several thousands of villages will
vanish in the next 10 to 30 years.
Given this situation, the
preservation of local knowledge is
essential and standardized digital
archiving methods are required.
Responding to these issues, this
paper will propose a low-cost
digitizing workflow and the
information standard for local
memories and knowledge.

② 「むらおさめ」とデジタ
ル・アーカイブの意義

2016年10月
第112回　人文科学
とコンピュータ研究
会発表会

現代日本における社会問題の一つに少
子高齢化の問題がある。特に地方にお
ける人口問題に関しては、2014年6月号
の『中央公論』において「消滅する市
町村523 –壊死する地方都市」という緊
急特集が組まれるなど、大きな話題に
なった。こうした状況に対して、最近
では「むらおさめ（村納め）」という
言葉を通して、消滅しつつある集落の
情報の保存と将来的な利活用の必要性
が議論されている。「むらおさめ」と
は、「集落住民が有している知識や技
能、かつての集落の暮らしや生産の様
子などを記録保存し、そこに集落が
あったという確かな記録と、そこで培
われた知恵を次世代につなげていくこ
と」と定義されている。本研究発表で
は、「むらおさめ」のためのデジタ
ル・アーカイブにおいて重要となる要
件を再確認するとともに、現在開発中
の野外調査システム「調サイクル君」
の紹介を行う。

（学会発表）

① Standardized Digital
Workflow for Archiving
Local Knowledge

2016年7月 DH2016 上記学術論文に対応

①パラオと椰子の実 2017年3月 奈良大地理

② 「むらおさめ」とデジタ
ル・アーカイブの意義

2016年10月
第112回　人文科学
とコンピュータ研究
会発表会

上記学術論文に対応

（その他）


